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註(
1
〉
大
櫛
敦
弘
「
漢
代
三
輔
制
度
の
形
成
」
(
池
田
温
編
『
中
園
護
法
と

日
本
律
令
制
』
東
方
書
底
、
一
九
九
二
年
〉
ほ
か
。

(

2

)

大
櫛
敦
弘
「
秦
代
図
家
の
穀
倉
制
度
」
(
『
海
南
史
皐
』

一
一八、

一
九

九
O
年
〉
が
太
倉
と
篠
倉
の
閥
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

(
3
〉
-
評
者
は
一
九
九
九
年
唐
代
史
研
究
曾
夏
季
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
お
い

て
、
人
頭
税
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
若
干
の
私
見
を
の
ベ
た
。
ま
た
拙

稿
「
唐
商
州
高
昌
鯨
莱
出
穆
帳
断
簡
に
つ
い
て
」
〈
皆
川
完

一
編

『
古

代
中
世
史
料
率
研
究
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
〉
も
参
照
さ

れ
た
い
。
な
お
算
賦
の
算
と
い
う
名
稽
は
、
加
藤
繁
氏
が
指
摘
し
た
よ

う
に
、
人
を
数
え
る
、
即
ち
人
口
調
査
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
九
九
九
年
二
月

東

京

汲

古

書
院

A
5
版

六
O
頁

八

O
OO
園

冨
谷
至
著

秦
漢
刑
罰
制
度
の
研
究

籾

山

明

本
書
は
、
秦
漠
法
制
史
の
分
野
に
あ
っ
て
紹
え
ず
斬
新
な
問
題
提
起
を
お
こ

な
っ
て
き
た
冨
谷
氏
の
、
十
徐
年
に
わ
た
る
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
論
集
で
あ

る
。
全
盛
の
構
成
は
左
記
の
通
り
。

は
じ
め
に

第
I
編

統

一
秦
の
刑
罰

第
一
草
案
の
刑
罰
〔

I
〕
文
献
資
料

第
二
章

秦

の
刑
罰
〔

E
〕
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
開

第

H
編

漢
代
刑
罰
制
度
考
詮

第
一

議

刑
徒
墓
の
概
要
と
分
析

第
二
一章

欽
左
右
祉
刑

第
三
章

漢

代
の
労
役
刑
||』
刑
期
と
刑
役
|
|

第
四
章

漢
代
の
財
産
刑

第

m編
連
坐
制
の
諸
問
題

第
一

章

秦

の
連
坐
制
|
|
腫
虎
地
秦
簡
に
み
え
る
連
坐
の
諸
規
定
|

|

第
二
章

漢
の
縁
坐
制
ー
ー
そ
の
腹
止
と
獲
遜
|

|

第
W
編

秦

漢

二
十
等
爵
制
と
刑
罰
の
減
克

第
一

章

史
料
に
見
え
る
爵
に
よ
る
刑
罰
滅
克

第
二
章

刑
罰
滅
克
の
貧
毅
性
を
め
ぐ
っ
て
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第
三
章

第
四
章

結

語

補

編

秦
に
お
け
る
有
爵
者
の
刑
罰
減
菟

爵
制
の
繁
質
と
刑
罰

章
常
漢
の
刑
罰
ー
ー
そ
の
性
格
と
特
質

前
牢
の
第
i
E
編
は
、
秦
か
ら
漢
に
か
け
て
の
刑
罰
制
度
、
と
り
わ
け
努
役
刑

の
貧
態
と
繁
遷
と
を
解
明
し
た
諸
篇
か
ら
成
る
。
ま
た
後
半
の
第
E
N編
は
、

連
坐
制
や
爵
制
と
い
っ
た
制
度
が
「
法
定
正
刑
の
慢
系
と
ど
う
絡
む
の
か
、
秦

か
ら
漢
に
か
け
て
の
刑
罰
制
度
の
改
獲
に
伴
い
ど
の
よ
う
な
襲
化
が
生
じ
た
の

か
を
考
誼
」
し
た
部
分
で
、
「
縦
の
座
標
軸
と
も
い
え
る
前
二
編
に
劉
す
る
横

軸
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
」
(
一
三
一
一六
l
七
頁
)
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
単

な
る
論
考
の
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
全
鐙
が
緊
密
な
構
成
の
も
と
に
組
み
立
て

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
書
評
で
も
批
評
に
先
立
ち
、
ま
ず
全
慢
の
論
旨
を
要

約
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
要
約
は
第
I
E編
を
中
心
と
し
、

第
E
N編
の
内
容
は
こ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
紹
介
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
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第

I
E編
の
内
容
は
、
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

経
虎
地
秦
衡
か
ら
う
か
が
え
る
秦
の
刑
罰
は
、
死
刑
、
肉
刑
、
労
役
刑
な
ら

び
に
罰
金
刑
の
四
種
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
か
ね
て
か
ら
論
議
の
集
中
し
て
い

る
隷
臣
妾
刑
は
、
本
質
的
に
身
分
刑
で
あ
り
、
他
の
努
役
刑
と
は
系
統
を
異
に

す
る
。
城
旦
春
等
の
努
役
刑
の
場
合
、
加
え
ら
れ
る
制
裁
の
内
容
が
労
役
で
あ

る
の
に
封
し
、
隷
臣
妾
刑
の
場
合
は
「
身
分
の
陵
降
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
隷

巨
妾
刑
と
は
「
統
一
秦
に
な
っ

て
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
刑
間
別
で
あ
る
蓋
然
性

が
高
く
」
、
「
隷
匡
妾
」
と
い
う
語
そ
の
も
の
も

「
自
然
に
愛
生
し
た
と
い
う

よ
り
も
、
制
度
・
法
制
の
用
語
と
し
て
造
語
さ
れ

た
と
考
え
る
の
が
安
嘗
」

(
四
九
頁
〉
で
あ
ろ
う
。

罰
金
刑
と
し
て
は
、
質
刑
と
照
刑
が
知
ら
れ
て
い
る
。
質
刑
は
「
貨

一
甲」

「寅
一
盾
」
と
い
っ
た
形
で
表
現
さ
れ
る
が
、
す
べ
て
銭
で
換
算
さ
れ
、

「一

甲
」
「
一
盾
」
な
ど
の
単
位
は
「
財
産
刑
の
ラ
ン
ク
を
示
す
単
な

る
符
鋭
」

〈
六
九
頁
〉
に
す
ぎ
な
い
。
銭
で
支
携
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

努
役
に

よ
っ
て
代
替
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
を
「
居
貨
」
と
い

っ
た
。
ま
た
、

熊
刑
と
は
一
般
的
に
、
本
来
科
せ
ら
れ
る
べ
き
刑
罰
を
金
銭
等
で
購
う
代
替

刑
・
換
刑
を
い
う
が
、
秦
律
の
場
合
、
代
替
す
べ
き
本
来
の
正
刑
が
不
明
で
あ

り
、
か
つ
代
替
刑
を
適
用
す
べ
き
理
由
も
明
確
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
秦
の

贈
刑
と
は
、
代
替
刑
・
換
刑
で
は
な
く
正
刑
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。

秦
律
に
お
い
て
、
死
刑
か
ら
罰
金
刑
に
至
る
各
刑
罰
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
濁

立
し
た
性
格
を
も
っ
て
お
り
」
、
全
鐙
と
し
て
見
れ
ば
「
織
に
並
ぶ
鐙
系
を
有

し
て
い
た
」
(
八
三
頁
〉
。
た
だ
し
、
相
互
に
ま
っ
た
く
無
関
係
な
の
で
は
な

く
、
各
種
刑
罰
は
労
役
刑
と
根
底
で
つ
な
が
っ
て
い
た
。
死
刑
以
外
の
す
べ
て

の
刑
罰
は
、
あ
る
も
の
は
労
役
刑
と
併
科
さ
れ
、
あ
る
も
の
は
労
役
刑
へ
の
代

替
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
秦
の
刑
罰
は
「
労
役
刑
を
基
礎
に
据
え
た

構
造
」
(
八
四
頁
)
と
し
て
把
握
で
き
る
。
(
以
上
、
第

I
編
)

城
且
刑
か
ら
成
罰
作
に
至
る
労
役
刑
は
、
本
来
そ
れ
ぞ
れ
が
固
有
の
刑
役
内

容
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
前
漢
か
ら
後
漢
へ
と
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
、

本
来
の
刑
役
と
寅
際
の
努
役
内
容
と
が
次
第
に
分
離
し
て
い
く
。

そ
の
結
果
、

刑
罰
の
呼
稽
は
、
刑
期
b
z
表
す
符
鋭
と
化
す
。
こ
う
し
た
刑
名
と
刑
役
内
容
と

の

「
分
離
」

が
完
了
す
る
の
は
、
殺
臣
妾
刑
の
名
が
史
料
か
ら
姿
を
消
す
武
一
帝

期
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
蹴
炭
化
を
「
勢
い
づ
け
た
い
わ
ば
増
幅
装
置
の
よ
う

な
も
の
」
こ
そ
、
文
一
帝
十
三
年
(
前
一
六
七
〉
の
肉
刑
慶
止
の
改
革
(
以
下
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「文一
一帝
改
革
」
と
略
構
す
る
)
で
あ
っ
た
。

文
一
帝
改
革
の
意
義
は
、
第
一
に
、
発
鉛
城
旦
春
刑
の
創
設
に
あ
る
。
改
革
以

前
、
「
淡
律
に
規
定
さ
れ
た
刑
罰
と
し
て
の
発
紺
城
旦
春
刑
は
な
か
っ
た
」

(
一
四
四
頁
)
。
文
一
帝
の
改
革
に
際
し
て
、

そ
れ
ま
で
奴
隷
へ
の
遁
用
や
刑
徒

の
管
理
と
い
っ
た
限
ら
れ
た
局
面
で
の
み
用
い
ら
れ
て
い
た
発
舗
を
労
役
刑
に

援
用
し
、
新
た
に
発
鉛
城
旦
春
と
い
う
刑
罰
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
の
一
意
義
は
、
刑
罰
の
序
列
化
で
あ
る
。
肉
刑
の
駿
止
に
よ
っ

て
刑
罰
が

勢
役
刑
に

一
本
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
刑
期
と
い
う
概
念
が
導
入
さ
れ
て
、
こ

こ
に
「
発
紺
城
且
↓
完
城
旦
↓
鬼
薪

・
殺
臣
↓
成
罰
作
」
と
い
う
縦
並
び
の
序

列
が
成
立
し
た
。
文
帯
改
革
の
目
的
は
「
労
役
刑
を
主
軸
と
し
た
刑
罰
の
新
し

い
序
列
、
陸
系
を
作
り
上
げ
る
こ
と
」
(
一
五

一
頁
)
に
あ
っ
た
と
評
債
で
き

よ
う
。
改
革
の
結
果
、
各
種
刑
罰
は
五
年
か
ら
一
年

(な
い
し
一
年
未
満
)
に

至
る
服
役
期
開
、
す
な
わ
ち
刑
期
に
よ
っ
て
段
階
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
て
労
役
刑
の
経
重
は
労
役
の
内
容
か
ら
就
役
年
限
へ
と
鎚
化
し
、
刑
の

名
稽
は
服
役
期
開
を
示
す
符
銃
へ
と
時
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

第
三
の
意
義
は
、
し
た
が
っ
て
、
刑
期
の
設
定
で
あ
る。

文
一
帝
改
革
以
前
、

努
役
刑
は
定
ま
っ
た
刑
期
を
も
た
な
い
無
期
刑
ー
ー
よ
り
正
確
に
い
え
ば
「
不

定
期
刑
」
ー
ー

で
あ
り
、
刑
徒
は
皇
一
帝
に
よ
る
恩
赦
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
刑
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

「刑
期
と
い
う
概
念
は
文
一
帝
十
三
年
の
肉
刑
慶
止
と

そ
れ
に
伴
う
労
役
刑
系
列
化
の
な
か
か
ら
析
出
さ
れ
て
き
た
」

(
一
五
六
頁
)

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
漢
書
』
刑
法
志
に
停
え
る
文
脅
へ
の
答
申
を
-
記
し
た

一
段
が
、
刑
期
の
設
定
そ
の
も
の
を
述
べ
た
記
事
だ
と
み
る
準
設
に
は
賛
同
で

き
な
い
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で

「既
決
囚
に
封
し
て
の
経
過
措
置
を
記
し
た
規

定
」
す
な
わ
ち

「
経
過
規
定
」

(
一
五
八
頁
)
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
確
か

に
刑
制
の
改
革
を
命
じ
た
文
帯
の
詔
令
は
、
肉
刑
の
慶
止
と
と
も
に
刑
期
の
設

定
を
も
命
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
刑
法
志
に
停
え
て
い
る
の
は
前
者
に
関
す
る

記
事
の
み
で
、

後
者
に
つ
い
て
は

「
節
略
さ
れ
た
」
の
で
あ
る。

以
上
要
す
る
に
、
文
帯
改
革
の
目
的
は
「
秦
制
か
ら
の
脱
皮
で
あ
り
、
具
鰻

的
に
は
秦
に
お
い
て
存
在
し
て
い
た
各
種
各
様
の
刑
罰
を
勢
役
刑
を
中
心
に
タ

テ
系
列
に
一
本
化
す
る
」

〈
一
六
四
頁
)
こ
と

で
あ

っ
た
。
そ
し
て
そ
の
結

果
、
質
刑
と
殿
刑
と
は
労
役
刑
の
中
に
吸
牧
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
支
梯
う

べ
き
金
額
相
嘗
の
努
働
日
数
を
消
化
す
れ
ば
緯
放
さ
れ
る
質
刑

・
照
刑
は
、
も

と
も
と
定
期
の
労
役
刑
と
も
い
う
べ
き
性
格
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

と

こ
ろ
が
、
そ
の
一
方
で
漢
代
に
な
る
と
、

漢
に
固
有
の
罰
金
刑
と
照
刑
が
成
立

し
た
。
前
者
は
皇
帝
か
ら
の
褒
賞
で
あ
る
賜
金
の

「
逆
ベ
ク
ト
ル
」

と
し
て
出

現
し
、
後
者
は
皇
帝
の
詔
に
よ
る
「
時
限
的
措
置
」
と
し
て
施
行
さ
れ
た
。
漢

の
照
刑
は
秦
の
そ
れ
と
異
な
り
、

「
皇一
帝
が
有
す
る
超
法
規
的
な
執
行
命
令
」

(二

O
ニ
頁
〉
な
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
最
も
重
い
労
役
刑
と
し
て
欽
祉
刑
|

|
正
確
に
は
発
紺
城
旦
春
欽

左
右
祉
刑

l
l
が
制
度
化
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
は
景
一
帯
元
年
(
前

一
五
六
年
〉

の
筈
刑
改
正
に
伴
う
改
革
の
一
環
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う。

か
く

し
て
従
来
の
発
錯
城
旦
春
刑
は
、
発
紺
城
旦
春
欽
左
右
祉
刑
、
発
鉛
城
旦
春
欽

右
祉
刑
、
発
鉛
城
旦
春
欽
左
駈
刑
、
発
鉛
城
旦
春
刑
の
四
種
に
分
岐
す
る
。

『E
日
書
』
刑
法
志
に
い
う

「
発
刑
有
四
」
と
は
、
こ
の
四
等
の
発
叫
削
減
旦
春
刑

を
指
す
に
違
い
な
い
。
(
以
上、

第

E
編
)

第

I
E編
の
結
論
を
一
言
で
述
べ
れ
ば
、
秦
に
お
い
て
死
刑
か
ら
罰
金
刑
ま

で
横
系
列
に
並
ん
で
い
た
各
種
刑
罰
は
、
文
脅
改
革
に
よ
っ
て
肉
刑
が
慶
止
さ

れ
刑
期
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

労
役
刑
を
主
僅
と
す
る
縦
系
列
に
一

本
化
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
が
本
書
の
前
宇
部
分
を
貫

く
主
旋
律
で
あ
る
。
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肉
刑
の
康
止
、
刑
期
の
設
定
、
発
役
刑
へ
の
一
本
化
と
い
っ
た
一
連
の
改
革

と
他
の
諸
制
度
の
努
化
と
は
、
ど
の
よ
う
な
相
関
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

績
く
第
E
W編
で
著
者
は
、
連
坐
制
と
爵
制
と
を
と
り
あ
げ
て
、
こ
の
問
題
を

究
明
す
る
。

騒
虎
地
秦
衡
に
み
え
る
秦
の
連
坐
制
は
、
什
伍
の
連
坐
と
家
族
の
連
坐
(縁

坐
)
と
に
大
別
さ
れ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
什
伍
の
構
成
員
が
主
犯
と
同
じ

刑
に
慮
せ
ら
れ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

「有
責
者
が
罪
を
犯
し
た
者
と
同
等

に
扱
わ
れ
同
じ
刑
罰
を
受
け
る
」
と
い
う
「
秦
の
法
律
に
共
通
す
る
原
理
」

〈
二
二

O
頁
)
の
表
わ
れ
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
後
者
、
家
族
の
縁
坐

に
つ

い
て
は
、
死
刑
(
夷
三
族
〉
、
淡
官
(
枚
・
枚
季
〉
、
遜
徒
(
包
〉
の
一
一一種

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
主
犯
の
刑
が
、
腰
斬
以
上
の
死
刑
、

棄
市
も
し
く
は
努
役
刑
、
遷
刑
の
場
合
に
封
臆
す
る
。
縁
坐
の
適
用
範
園
は

「
同
居
」
す
な
わ
ち

「
同
一
戸
籍
に
登
記
さ
れ
て
い
る
家
族
」
(
一

一一一一一一一頁
〉

で
、
奴
繍
貯
は
財
産
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
。
奴
稗
が
犯
し

た
罪
に
射
し
て
同
居
は
責
任
を
問
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
主
人
が
有
す
る
「
管

理
責
任
」
の
た
め
で
あ
り
、
「
家
族
の

一
員
で
あ
る
こ
と
で
適
用
さ
れ
る
縁
坐

制
と
は
性
格
を
異
に
す
る
」
(
三
二
五
頁
)
。

漢
で
は
嘗
初
、
秦
制
を
踏
襲
し
て
い
た
が
、
文
一
帝
の
時
代
に
至
っ
て
制
度
改

革
に
着
手
す
る
。
最
初
に
賀
行
さ
れ
た
の
が
、
間
位
元
年
(
前
一
七
九
〉
十
二

月
の
詔
に
よ
る
「
連
坐
に
関
す
る
法
令
の
援
止
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
前
記

三
種
の
う
ち
、
「
枚
李
」
す
な
わ
ち
「
宮
奴
稗
と
し
て
波
官
さ
れ
る
縁
坐
」
が

駿
止
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ひ
と
た
び
駁
さ
れ
た
枚
怒
制
は
、
王
葬
時
代
に
一
部

の
罪
に
適
用
さ
れ
た
例
を
除
い
て
、
以
後
ふ
た
た
び
復
活
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
(
以
上
、
第
E
編〉

と
こ
ろ
で
、
秦
漢
時
代
を
通
じ
て
、
有
爵
者
に
は
刑
罰
減
免
の
特
権
が
賦
輿

さ
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
「
あ
る
一
定
の
爵
を
有
す
る
者
な
ら
ば
、

原
則
と
し

て
だ
れ
で
も
上
か
ら
の
特
別
な
指
示
(詔
〉
が
無
く
と
も
、
自
動
的
に
爵
を
刑

と
相
殺
す
る
事
が
で
き
る
」
(
一
一
一
一

一九
頁
)
と
み
る
の
が
皐
界
の
逼
設
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
史
料
を
検
討
す
る
と
、
特
別
な
司
法

・
行
政
問
措
置
を
経
る
こ

と
な
く
、
自
動
的
に
爵
で
減
刑
が
な
さ
れ
た
事
例
は
一
っ
と
し
て
検
出
で
き
な

い
。
さ
ら
に
秦
に
お
い
て
は
、
爵
に
よ
る
減
菟
の
劉
象
と
な
る
刑
罰
は
死
刑
と

肉
刑
に
限
ら
れ
て
い
た
。
「
爵
は
肉
刑
の
回
避
と
い
う
方
向
で
の
み
秦
で
は
機

能
し
て
い
た
」

(三
二
九
頁
)
の
で
あ
る。

こ
れ
に
封
し
て
漢
代
の
場
合
、
有
爵
者
は

一
定
の
爵
級
を
所
有
し
て
い
れ
ば

径
桔
を
克
れ
た
。
兵
設
的
に
は
、
副
党
鋭
の
鉛

(
首
柳
〉

や
欽
左
右
祉
の
欽
(足

柳
〉
の
装
着
を
菟
除
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
代
に
な
る
と

「
爵
に
よ
る
滅

菟
の
内
容
が
身
慢
の
設
損
(
肉
刑
〉

の
回
避
か
ら
、
身
陸
の
束
縛
(姪
桔
刑

具
)
の
除
去
へ
と
移
行
し
た
」
(
三一一一

O
頁
)
わ
け
で
あ
る
。
(
以
上
、
第
N

縞
)こ

の
よ
う
に
、
本
書
の
後
半
部
分
で
論
じ
ら
れ
た
諸
制
度
の
鎚
化
は
、
前
半

部
分
で
解
明
さ
れ
た
刑
罰
制
度
の
第
遷
と
連
動
し
て
い
る
。
先
述
し
た
通
り、

肉
刑
・
不
定
期
刑
か
ら
有
期
の
労
役
刑
へ
と
い
う
の
が
、
刑
罰
制
度
の
努
化
の

方
向
で
あ
っ
た
。
肉
刑
の
回
避
か
ら
樫
格
刑
具
の
除
去
へ
と
い
う
、

認
に
よ
る

減
免
劉
象
の
努
化
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
流
れ
と
符
合
す
る
。
ま
た
、

文
帯
初
年

の
枚
李
制
の
慶
止
も
や
は
り
、
労
役
刑
の
有
期
化
と
連
繋
し
た
動
き
と
し
て
理

解
で
き
る
だ
ろ
う
。
著
者
は
明
言
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
主
犯
に
科
せ
ら
れ

る
労
役
刑
が
刑
期
を
有
す
る

一
方
で
、
縁
坐
者
が
淡
官
さ
れ
て
終
身
の
官
奴
仰
け

と
な
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
不
合
理
だ
か
ら
で
あ
る
。
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以
上
に
要
約
し
た
ご
と
く
、
本
書
の
最
大
の
成
果
は
秦
か
ら
漠
ー
ー
よ
り
正

確
に
い
え
ば
戦
闘
末
か
ら
後
政
時
代
ー
ー
に
か
け
て
の
刑
罰
制
度
の
袋
遜
を
明

快
に
跡
づ
け
た
こ
と
に
あ
る
。
個
々
の
論
詮
に
つ

い
て
は
、
後
述
の
通
り
異
論

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
全
鐙
を
貫
く
主
旋
律
は
、
基
本
的
に
承
認

し
う
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
主
旋
律
は
、
著
者
に
よ
っ

て
初
め
て

首
尾
一
貫
し
た
形
で
提
示
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
本
書
の
成
果
は
秦
漢
法

制
史
摩
界
の
大
き
な
牧
穫
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

先
に
紹
介
し
た
論
貼
の
ほ
か
に
も
、
本
書
に
は
見
る
べ
き
見
解
が
す
く
な
く

な
い
。
た
と
え
ば
、
陸
虎
地
秦
衡
に
み
え
る
「
耐
」
の
語
が
、
刑
罰
の
種
類
を

示
す
総
稿
、
具
鐙
的
に
は

「
肉
刑
を
施
さ
な
い
、
肉
刑
を
加
え
た
労
役
刑
に
比

し
て
労
働
を
伴
う
軽
い
刑
と
い
う
意
味
」

(
三
四
頁
)
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
貼
(
第
l
編
第
二
一軍
)
。

こ
の
耐
を
含
め
て
、
「
刑
小|
ψ
耐
、
鯨
↑
↓

完
」
と
い
う
封
立
項
の
存
在
を
指
摘
し
た
こ
と
は
、
秦
律
の
刑
罰
鐙
系
を
理
解

す
る
う
え
で
重
要
な
意
義
を
も
っ
。
ま
た
、
「
獄
」
と
は
未
決
囚
を
牧
容
す
る

留
置
所
で
あ
る
と
い
う
通
読
に
劃
し
て
、
既
決
囚
を
牧
監
す
る
監
獄
と
し
て
の

機
能
を
も
有
す
る
こ
と
を
論
草
し
た
部
分
も
看
過
で
き
な
い
(
第
E
編
第
一

章
)
。
評
者
は
『
読
文
解
字
』

十
三
筋
下
・

婿
字
の
「
徒
殺
所
居
也
。
一
日
女

牢
、
一
日
亭
部
」
と
い
う
読
解
な
ど
か
ら
み
て
、
著
者
の
見
解
は
正
し
い
も
の

と
考
え
る
。
「
亭
部
」
と
は

「
郷
亭
之
獄
」

を
い

う

(
『
設
文
通
訓
定
聾
』
)
。

さ
ら
に
、
大
逆
罪
を
犯
し
た
官
吏
の
自
殺
に
つ

い
て
、
刑
辱
を
大
宮
に
輿
え
な

レ
た
め
の
強
制
的
自
決
と
み
る
遁
設
に
封
し
て
、
族
刑
を
完
れ
る
目
的
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
著
者
は
誘
く
(
第
四
編
第
二
章
〉
。
主
犯
が
裁
剣
前
に
死

亡
し
た
場
合
、
三
族
の
縁
坐
は
副
知

J

ぜ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
史
料
の
背
後
を
讃

み
取
る
セ
ン
ス

の
良
さ
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

と
は
い
え
、
い
く
つ
か
の
論
黙
に
は
、
な
お
議
論
の
品
跡
地
が
あ
る
よ
う
に
思

う
。
以
下
、
本
書
前
宇
部
分
か
ら
三
つ
の
黙
を
選
び
、
評
者
の
意
見
を
述
べ
て

み
た
い
。

第

一
は
、
秦
の
照
刑
が
代
替
刑
で
は
な
く
正
刑
で
あ
っ
た
と
い
う
貼
に
つ
い

て
〈
第

i
編
第
二
草
)
。
代
替
刑
と
は
著
者
に
よ
れ
ば
「
本
来
適
用
さ
れ
る
べ

き
正
刑
が
ま
ず
存
在
し、

そ
れ
に
劃
し
て
何
ら
か
の
理
由
、
酌
量
の
品
跡
地
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
正
刑
よ
り
も
縫
い
別
の
刑
罰
を
代
替
適
用
す
る
と
い
っ
た
性

格
の
も
の
」

(七一

頁
)
、
つ
ま
り

は
第
一
次
的
刑
罰
(
正
刑

・
主
刑
)
に
謝

す
る
第
二
次
的
な
刑
罰
を
い
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
贈
刑
と
は
正
刑
そ
の
も

の
で
あ
り
、
貨
刑
と
並
ぶ
「
も
う
ひ
と
つ
の
財
産
刑
」
で
あ
る
と
い
う
の
が
、

著
者
の
主
張
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
陸
虎
地
秦
簡
に
み
え
る
殿
刑
l
l
l
と
り
わ

け
照
耐
|

|
の
中
に
は
、
煩
う
べ
き
正
刑
を
前
提
と
し
な
い
第
一
次
的
刑
罰
が

存
在
す
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
た
と
え
ば

「
或
照
選
、
欲
入
銭
者
、
日
八

銭
」
と
い
う
司
空
律
に
み
え
る
嫡
刑
の
よ
う
に
、
選
刑
を
煩
う
第
二
次
的
刑
罰

と
み
ら
れ
る
例
も
無
視
で
き
な
い
。

著
者
も
認
め
る
通
り
、

「
秦
簡
で
使
用
さ

れ
て
い
る

『照』

と
い
う
語
に
は
、

『
賊
う
』
、
『代
替
す
る
』
と
い
っ
た
意
味

で
使
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
」

(七
三
頁
)
。

と
す
る
な
ら
ば
、
秦
衡
か
ら

う
か
が
え
る
秦
の
般
刑
の
中
に
は
、
正
刑
と
代
替
刑
と
が
混
在
し
て
い
る
と
み

る
の
が
貸
放
に
近
い
の
で
は
な
い
か
。
第
一
次
的
刑
罰
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
「
賎
」
字
を
冠
す
る
の
は
、
刑
罰
で
は
な
く
犯
罪
そ
の
も
の
を
煩
う
意
識
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
煩
鯨
・
照
耐
と
い
う
場
合
の
鯨

・
耐
と
は
各
々
、
鯨
刑

に
相
賞
す
る
重
い
罪
、
耐
刑
に
相
嘗
す
る
軽

い
罪
、
を
意
味
す
る
わ
け
で
あ

る。

慰
・
耐
が
そ
れ
ぞ
れ
肉
刑
を
伴
う
努
役
刑
、
肉
刑
を
伴
わ
な
い
努
役
刑
の

汎
穏
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
本
書
第
I
編
で
論
担
配
さ
れ
た
事
が
ら
で
あ
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っ
た
。こ

の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
秦
の
贈
刑
は
労
役
刑
に
吸
牧
さ
れ
て
消
滅
し

た
と
い
う
筋
書
き
(
第
E
編
第
四
章
)
に
も
、
別
な
見
方
が
針
置
で
き
る
よ
う

に
思
う
。
確
か
に
著
者
の
言
う
通
り
、
贈
す
べ
き
金
銭
を
労
働
で
支
梯
う
こ
と

も
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
一
つ
の
特
例
で
あ
っ
て
、
贈
刑
の
本
質

は
あ
く
ま
で
罪
の
重
さ
に
臨
応
じ
た
所
定
額
の
金
銭
を
提
供
さ
せ
る
こ
と
に
あ

る
。
そ
の
意
味
で
照
刑
は
、
死
刑
や
労
役
刑
の
外
側
に
位
置
し
て
い
る
。
換
言

す
れ
ば
、
購
刑
は
「
労
役
刑
に
一
本
化
さ
れ
た
」
刑
罰
盟
系
と
も
併
存
し
う
る

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
秦
的
な
照
刑
が
も
し
消
滅
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の

原
因
は
む
し
ろ
秦
に
固
有
の
罪
と
罰
の
枠
組
み
自
鐙
が
出
深
化
し
た
こ
と
に
よ
る

の
で
は
な
い
か
。
文
帯
改
革
は
、
融
制
(
重
度
第
役
刑
〉
↓
耐
(
軽
度
労
役
刑
)

↓
質
(
罰
金
刑
)
と
い
う
、
秦
か
ら
受
け
縫
い
だ
刑
罰
鐙
系
を
大
き
く
改
編
し

た
。
同
時
に
葬
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
襲
容
を
徐
儀
な
く
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
秦
的
な
照
刑
も
お
そ
ら
く
は
、
そ
の
と
き
消
滅
し
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

第
二
は
、
『
漢
書
』
刑
法
志
に
み
え
る
文
一
帝
へ
の
答
申
を
記
し
た
一
段
を
、

既
決
囚
に
到
す
る
経
過
規
定
と
み
る
見
解
に
つ
い
て
(
第
E
編
第
一
一
一
章
。
以
下

「
経
過
規
定
設
」
と
呼
ぶ
〉
。
こ
の
見
解
は
、
嘗
一
該
一
部
分
を
刑
期
設
定
の
記
事

と
解
す
る
滋
賀
秀
三
氏
や
評
者
の
設
(
以
下
「
刑
期
設
定
説
」
)
へ
の
批
剣
と

な
っ
て
い
る
。
著
者
が
刑
期
設
定
訟
に
従
え
な
い
の
は
、
と
の
設
で
は
次
の
三

黙
が
説
明
で
き
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。
①
新
た
に
刑
期
を
定
め
た
規
定
が
、
な

ぜ
「
か
く
も
や
や
こ
し
い
、
整
然
と
は
し
な
い
表
現
方
法
に
な
っ
て
い
る
の

か
」
。
②
新
た
に
作
ら
れ
た
労
役
刑
の
盟
系
の
中
に
、
な
ぜ
過
渡
刑
が
存
在
す
る

の
か
。
③
な
ぜ
「
新
た
に
生
ま
れ
襲
わ
っ
た
漢
の
労
役
刑
の
全
て
が
そ
の
刑
期

と
と
も
に
翠
が
っ
て
い
な
い
の
か
」
ハ
一
五
九
i
六
O
頁
)
。
確
か
に
問
題
の
箇

所
は
、
「
完
し
て
城
且
春
と
盛
岡
す
こ
と
三
裁
を
満
た
せ
ば
鬼
薪
白
祭
と
震
し
、

鬼
薪
白
祭
一
歳
に
し
て
隷
臣
妾
と
篤
し
、
隷
臣
妾
一
歳
に
し
て
克
じ
て
庶
人
と

震
す
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
律
放
さ
れ
て
庶
人
と
な
る
ま
で
に
数
段
の
過
渡
刑

を
経
由
す
る
「
や
や
こ
し
い
、
整
然
と
は
し
な
い
表
現
方
法
」
を
特
徴
と
す

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
新
た
な
刑
期
を
定
め
た
記
事
と
み
る
よ
り
は
、
「
沓
法
に
準

録
し
て
慮
断
さ
れ
た
既
決
囚
に
か
ぎ
る
過
渡
的
な
経
過
措
置
と
考
え
る
方
が
徐

程
す
っ
き
り
す
る
」
三
六

O
頁
〉
と
著
者
は
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。
加
え
て

「
最
も
頭
を
悩
ま
し
た
『
漢
奮
儀
』
と
の
聞
に
生
じ
る
刑
期
の
く
い
違
い
」

も
、
そ
れ
で
「
矛
盾
な
く
理
解
で
き
る
L

C
六
二
頁
)
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の

一
段
は
あ
く
ま
で
も
既
決
囚
に
封
し
て
の
経
過
規
定
で
あ
っ
て
、
刑
期
を
定
め

た
法
令
は
別
個
に
存
在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

蛍
該
部
分
は
経
過
規
定
と
の
み
解
す
べ
き
だ
と
い
う
の
が
、
著
者
の
主
張
で
あ

る
と
言
っ
て
よ
い
。

右
の
の
⑨
の
特
徴
が
既
決
囚
庭
理
の
た
め
に
生
じ
た
こ
と
は
、

認
め
て
よ
い

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
が
、
刑
期
設
定
設
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
問
題
の
部
分
を
現
在
と
未
来
に
わ
た
る
二
重
の
規
定

と
解
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
将
来
に
向
か
っ
て
各
刑
種
の
刑
期
を
定
め
る
と
同

時
に
、
そ
の
恩
恵
が
現
に
服
役
中
の
刑
徒
に
も
及
ぶ
と
み
る
の
が
、
滋
賀
氏
や

評
者
の
認
識
だ
か
ら
で
あ
る
。
剣
決
を
受
け
た
時
貼
か
ら
起
算
し
て
所
定
の
年

数
を
経
過
し
た
銃
決
囚
|
|
音
然
そ
の
中
に
は
所
定
以
上
の
年
数
を
経
過
し
た

者
も
含
ま
れ
る
ー
ー
は
、
法
令
の
施
行
時
貼
で

一
段
軽
い
刑
役
に
移
さ
れ
、
さ

ら
に
一
年
後
に
は
解
放
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
規
定
は
、
既
決
囚
に
封
し
て
恩
恵

的
な
経
遇
措
置
と
し
て
は
た
ら
く
〈
法
令
施
行
の
時
貼
で
寛
刑
数
果
が
生
じ
る

賂
に
恩
恵
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
)
と
と
も
に
、
刑
役
ご
と
に
穆
放
ま
で
の
年

数
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
将
来
に
向
け
て
刑
期
を
定
め
た
法
令
に
も
な
る
だ
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ろ
う
。
む
ろ
ん
過
渡
刑
は
既
決
囚
へ
の
恩
態
的
措
置
だ
か
ら
、
新
法
に
よ
る
刑

徒
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
嘗
該
部
分
が
経
過
規
定
と

し
て
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
説
明
も
つ
く
の
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
の
疑
問
黙
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
ま
ず
③
の
疑
問
は
、
経
過

規
定
設
に
立
っ
た
と
こ
ろ
で
解
消
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
に
は
「
新
た

に
生
ま
れ
嬰
っ
た
」
刑
種
の
み
な
ら
ず
、
す
で
に
秦
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
は

ず
の
鬼
薪
刑
や
司
窟
刑
を
直
接
の
針
象
と
し
た
規
定
も
ま
た
見
え
な
い
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
疑
問
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
刑
法
志
本
文
の
錯
誤
、
た
と
え
ば
張
建

園
氏
が
誘
く
よ
う
な
注
文
の
飯
入
な
ど
を
想
定
し
な
い
限
り
、
す
っ
き
り
と
は

解
決
で
き
な
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
本
文
の
錯
誤
を
認
め
る
な
ら
ば
、山
富
該

部
分
を
刑
期
設
定
の
規
定
と
解
す
る
う
え
で
の
障
碍
も
無
く
な
る
の
で
あ
る。

最
後
の
矛
盾
、
「
『
漢
欝
儀
』
と
の
聞
に
生
じ
る
刑
期
の
く
い
違
い
」
に
つ
い

て
も
、

経
過
規
定
設
に
必
ず
し
も
有
利
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
矛
盾
を

回
避
す
る
た
め
に
、
文
一
帝
一
改
革
以
降
の
あ
る
時
貼
で
史
書
に
停
わ
ら
な
い
刑
制

の
再
改
訂
が
あ
っ
た
と
想
定
す
る
の
が
刑
期
設
定
設
、
他
方
、
刑
法
士
山
に
見
え

な
い
刑
期
設
定
の
法
令
を
想
定
す
る
の
が
経
過
規
定
説
。
未
知
の
法
令
を
想
定

せ
ざ
る
を
得
な
い
貼
で
、
い
ず
れ
の
設
も
説
得
力
に
甲
乙
は
附
け
難
い
v

と
す
る
な
ら
ば
結
局
の
と
こ
ろ
、
雨
設
の
試
金
石
と
な
る
の
は
、
文
帯
の
命

令
と
の
整
合
性
と
い
う
一
都
に
絞
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
刑
制
改
革
に
か
か
わ
る
文

一帝の
下
令
が
、
肉
刑
殴
止
と
刑
期
設
定
の
二
貼
を
命
じ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。
刑
期
設
定
設
で
は
、
射
す
る
臣
下
の
答
申
に
は
嘗
然
、
肉
刑
慶
止
と
刑
期

設
定
の
二
つ
の
内
容
が
明
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
一
方
、
著
者
の
経
過
規

定
設
に
よ
れ
ば
、
「
臣
下
の
答
申
は
そ
の
内
の
肉
刑
駿
止
に
閥
わ
る
部
分
の
み

で
、
刑
期
に
つ
い
て
は
節
略
さ
れ
た
」
(
一

六
一
=
頁
〉
こ
と
に
な
る
。
制
詔
に

よ
る
立
法
過
程
を
侍
え
る
正
史
の
文
が
、
時
に
節
略
を
お
こ
な
う
こ
と
は
評
者

も
否
定
し
な
い
。
し
か
し
、
問
題
の
文
一帝
改
革
の

一
段
に
関
す
る
限
り
、
丞
相

張
蒼
・
御
史
大
夫
鴻
敬
に
よ
る
答
申
の
核
心
部
分
は
、
「
臣
謹
議
、
請
定
律
」

で
始
ま
り
「
臣
昧
死
語
」
で
結
ぶ
整
然
た
る
形
式
を
も
っ
て
い
る
。
あ
え
て
節

略
と
み
る
必
然
性
に
乏
し
い
と
評
者
に
は
恩
わ
れ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う

・刀

第
三
は
、
欽
祉
刑
の
制
定
時
期
を
景
帯
初
年
と
み
る
こ
と
に
つ
い
て
(
第
E

編
第
二
一章
)
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
-
評
者
に
代
案
は
な
く
、

結
果
的
に
景
帯
初
年
設
が
正
し
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
著
者
の

判
断
を
支
え
る
論
誼
に
は
、
い
さ
さ
か
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
根
壊
と
な

る
史
料
は
、

『
三
圏
中
山
』
鍾
綴
俸
の
上
奏
文
、

「
若
今
蔽
獄
之
時
、
訊
問
三
棟

九
練
群
吏
蔦
民
、
使
如
孝
景
之
令
、
其
嘗
棄
市
欲
斬
右
此
者
、
許
之
」
と
い
う

一
節
で
あ
る
。
著
者
は
こ
れ
を

「
若
今
、
蔽
獄
の
時
、
三
椀
・
九
線

・
群
吏

・

高
民
に
訊
問
し
、
孝
景
の
令
の
如
か
ら
し
め
、
其
の
棄
市
に
首
り
て
斬
右
祉
を

欲
す
る
者
は
、
之
を
許
さ
ん
」
(
一
-
一
一
頁
〉
と
訓
譲
し
ャ
景
-
帝
の
時
に
欽
祉

刑
が
制
定
さ
れ
た
事
貧
を
鍾
係
が
斬
右
祉
刑
の
復
活
と
誤
解
し
た
も
の
と
考
え

る
。
鍾
縁
体
に
み
え
る

「
誤
認
記
事
」
を
、

「欽
祉
刑
成
立
時
期
を
示
唆
す
る

史
料
」
(
一

二
三
頁
〉
と
讃
み
替
え
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
著
者
の
解
樟
で

は
「
蔽
獄
之
時
、
訊
問
三
楓
九
疎
群
吏
高
民
」
と
い
う
部
分
が
文
脈
か
ら
全
く

浮
き
上
が
っ
て
し
ま
う
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
所
に
蔽
獄
(
断
獄

γ
訊
聞
の
記

述
が
あ
る
の
か
、
説
明
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
は
む
し
ろ
「
孝
景
之

令
」
ま
で
を
断
獄
手
績
き
を
述
べ
た
一
旬
と
解
し
、
「
若
今
、
蔽
獄
の
時
、
三

塊
・
九
練
・

群
吏

・
蔦
民
に
訊
問
す
る
に
は
、
孝
景
の
令
の
如
か
ら
し
め
よ
」

と
訓
譲
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
言
う
と
こ
ろ
の

「
孝
景
の
令
」
と
は
、
景

一帝
-初年
に
制
定
さ
れ
た
釜
令
に
比
定
さ
れ
よ
う
。
む
ろ
ん
釜
令
は
本
来
、
労
役

刑
に
併
科
さ
れ
る
答
刑
に
つ

い
て
、
使
用
す
る
答
の
形
状
や
答
撃
の
方
法
な
ど
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を
定
め
た
法
令
で
あ
る
が
、
同
じ
規
定
が
訊
聞
の
際
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
鍾

仮
怖
が
求
め
た
の
だ
と
解
し
て
も
、
さ
ほ
ど
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
鍾
蘇
は

景
喬
一
が
斬
右
耽
刑
を
復
活
し
た
と
誤
解
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
慮
弼
『
三
闘
志
集
解
』
巻
十
三
で
は
、
「
孝
景
之
令
」
が
「
釜

律
」
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
注
を
附
け
て
い
る
。

四

775 

最
後
に
補
編
の
中
か
ら
二
つ
だ
け
、
疑
問
黙
を
記
し
て
お
こ
う
。

第
一
。
約
と
律
と
を
制
裁
規
定
の
有
無
で
裁
然
と
分
け
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ

う
か
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
約
は
「
必
ず
し
も
制
裁
の
規
定
を
伴
わ
ず
、
制
裁
規

定
が
存
在
し
て
も
、
無
定
型
で
あ
る
」
公
三
ハ
一
ニ
頁
)
黙
で
、
定
型
的
な
制
裁

規
定
を
と
も
な
う
律
と
は
次
元
を
異
に
し
た
規
範
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
秦
漢
時
代
に
お
い
て
律
と
呼
ば
れ
た
規
範
が
す
べ
て
「
定
型
的
な
制
裁

規
定
」
を
候
文
中
に
含
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
制
裁
を
前
提
と
し
な
い

律
さ
え
存
在
す
る
。
他
方
、
約
と
自
稽
す
る
規
範
の
中
に
も
、
「
定
型
的
な
制

裁
規
定
L

を
伴
う
例
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
江
陵
鳳
恩
山
十
銭

漢
墓
出
土
の
木
般
に
記
さ
れ
た
「
中
販
共
侍
約
」
に
は
、
「
非
前
謁
、
病
不
行

者
、
罰
日
品
川
」
「
非
其
器
物
、
撞
取
之
、
罰
百
銭
L

と
い
っ
た
罰
則
(
い
わ
ゆ

る
違
約
文
一
冨
〉
が
見
え
て
い
る
。
約
と
律
の
問
題
を
解
く
に
あ
た
っ
て
は
、
二

分
論
的
愛
想
を
脱
却
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

第
二
。
陸
虎
地
秦
聞
の
記
載
を
も
と
に
、
未
途
・
既
途
閲
に
量
刑
の
差
が
な

い
こ
と
を
論
詮
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
著
者
は
「
扶
筒
、
贈
鯨
(
扶
器
開
し
た
れ

ば
照
鯨
ど
と
い
う
律
文
を
め
ぐ
る
法
律
答
聞
を
根
援
に
、
「
未
遂
と
既
遂
の
関

に
は
、
劉
す
べ
き
一
一
線
は
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
未
然
の
段
階
で
の
着
手
、
企

行
さ
ら
に
は
犯
意
の
形
成
も
慮
罰
の
封
象
と
な
り
、
し
か
も
量
刑
は
己
然
の
時

と
嬰
わ
ら
な
い
」

(
三
八
七
頁
〉

と
述
べ
て
い
る
。

答
聞
に
い
う
「
扶
之
且
欲

有
盗
弗
能
脇
町
去
、
若
未
防
省
而
得
、
嘗
照
鯨
」
と
い
う
一
節
を
、
「
こ
れ
を
こ

じ
開
け
よ
う
と
し
て
、
そ
の
目
的
が
盗
み
に
あ
れ
ば
、
開
く
こ
と
が
で
き
ず
に

逃
亡
し
た
り
、
開
か
な
い
内
に
逮
捕
さ
れ
た
場
合
、
(
聞
い
た
も
の
と
し
て
て

贈
賄
に
慮
断
」
〈
同
頁
〉
と
解
し
た
上
で
の
判
断
で
あ
る
。
確
か
に

一
讃
す
る

と
、
犯
意
が
あ
れ
ば
「
未
啓
」
す
な
わ
ち
未
遂
で
あ
っ
て
も
「
扶
衝
」
す
な
わ

ち
完
遂
し
た
も
の
と
し
て
庭
断
す
る
、
と
い
う
原
則
を
表
明
し
て
い
る
か
に

内

v'り

見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
答
聞
の
文
意
は
、
「
啓
か
ず
と
も
啓
い
た
も
の
に
同

じ
」
と
い
う
貼
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
律
文
の
「
扶
衝
」

と
い
う
、
様

々
な
態
様
と
動
機
を
含
み
う
る
陵
味
な
罪
名
に
、
安
定
し
た
定
義
を
輿
え
る
こ

と
を
主
旨
と
す
る
の
で
あ
る
〈
そ
れ
ゆ
え
問
答
は
「
何
を
か
扶
衡
と
謂
う
や」

F
』い
ν

と
い
う
聞
い
で
始
ま
っ
て
い
る
)
。
ひ
と
し
く
箭

(
錠
前
)
を
扶
る
行
震
で
あ

っ
て
も
、
「
犯
意
あ
る
未
感
」

と

「
犯
意
な
き
底
」
と
の
二
つ
の
場
合
を
律
に

い
う
「
扶
箭
」
と
定
め
る
、
「
犯
意
な
き
未
啓
」
は
「
扶
衛
」
に
あ
た
ら
な
い

ー
ー
と
い
う
の
が
聞
い
へ
の
答
え
。
「
犯
意
あ
る
啓
」
で
あ
れ
ば
「
扶
箭
」
罪

を
構
成
し
な
い
こ
と
も
、
こ
こ
か
ら
推
測
で
き
よ
う
。
扶
衡
と
未
啓
と
は
、
既

遂
と
未
遂
の
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

「
制
度
の
有
り
様
を
解
明
す
る
こ
と
に
終
始
し
、
解
四
押
皐
、
理
論
に
禁
欲
で

あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
法
制
史
研
究
の
あ
る
べ
き
姿
に
濯
い
な
い
L

(

三
五
三

頁
〉
と
著
者
は
言
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
刑
罰
理
念
や
法
一意
識
な
ど
を
扱
っ

た
補
編
を
本
書
に
組
み
込
ん
だ
の
は
、
中
園
法
の
理
論
的
な
究
明
が
、
禁
欲
的

た
ら
ん
と
自
戒
し
つ
つ
も
避
け
て
、通れ
ぬ
課
題
と
し
て
自
賛
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
法
制
史
家
の
現
代
的
責
務
を
述
べ
る
「
あ
と
が
き
」

の
文
か
ら
も
、
同
様
な
問
題
意
識
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
著
者
の
姿
勢

に
、
評
者
は
深
い
共
感
を
究
え
る
。
制
度
を
支
え
る
エ
ー
ト
ス
や
原
理
を
解
明
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す
る
こ
と
な
く
し
て
、
法
制
史
の
研
究
は
完
結
し
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ

る
。
右
に
述
べ
た
評
者
の
疑
問
が
幸
い
に
し
て
蛍
を
得
て
い
た
と
し
て
も
、
そ

れ
に
よ
っ

て
補
縞
の
存
在
債
値
が
失
わ
れ
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
約
と

律
、
罪
と
罰
、
刑
罰
の
始
源
な
ど
、
著
者
が
提
起
し
た
諸
問
題
は
、
今
後
も
法

制
史
研
究
に
と
っ
て
解
明
す
べ
き
重
要
課
題
で
あ
り
繍
け
る
だ
ろ
う
。
本
書
は

そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
一

つ
の
里
程
標
と
な
る
に
遠
い
な
い
。

註(
1
〉
『
山
間
書
』
な
ど
経
典
に
み
え
る
照
刑
が
、
「
犯
罪
そ
の
も
の
を
煩
う

『
嬢
罪
』
で
あ
っ
て
、

第
一
次
的
刑
罰
〈
主
刑
)
と
し
て
の
財
産
刑
に

属
す
る
も
の
で
あ
る
」
こ
と
は
、
つ
と
に
八
重
津
洋
卒
氏
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

「
漢
代
贈
刑
考
」

(
『
法
と
政
治
』
第
一

O
巻
第
四

銃、

一
九
五
九
年
)
参
照
。
八
重
津
氏
は
ま
た
、
漢
代
の
照
刑
の
場
合

は

「そ
の
殿
う
封
象
は
犯
罪
で
は
な
く
、
死
刑
、
身
僅
刑
、

自
由
刑
等

犯
罪
に
射
し
て
ひ
と
た
び
確
定
さ
れ
た
刑
罰
な
の
で
あ
る
」
と
も
述
べ

て
い
る
。
秦
律
の
照
刑
は
、
あ
る
い
は
犯
罪
を
照
う
段
階
か
ら
刑
罰
を

煩
う
段
階
へ
の
過
渡
期
に
位
置
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

(

2

)

張
建
園

「
西
漢
刑
制
改
革
新
探
」
〈
同
『
中
園
法
系
的
形
成
興
委

逮
』
北
京
大
祭
出
版
社
、
一
九
九
七
年
)
参
照
。
同
篇
は
冨
谷
氏
が
翻

課
し
た

「
前
漢
文
脅
刑
法
改
革
と
そ
の
展
開
の
再
検
討
」

(
『
古
代
文

化
』
第
四
八
巻
第

一
O
鋭
、
一
九
九
六
年
。
の
ち
『
歴
史
研
究
』
一

九

九
六
年
第
六
期
に
原
文
掲
載
)
の
改
訂
版
で
あ
る
。

(

3

)

ち
な
み
に
張
建
園
氏
は
『
漢
書
』
未
枚
録
の
令
文
の
存
在
を
想
定
す

る
勲
で
、

富
谷
設
に
賛
意
を
表
し
て
い
る
。
「
漢
文
一
帝
改
革
相
関
問
題

熱
試
詮
」
(
同
『
喬
制
時
代
的
中
園
法
』
法
律
出
版
社
、
一
九
九
九

年
)
参
照
。

(

4

)

潰
口
一
室
園

「漢
代
の
欽
祉
刑
と
曹
貌
の
刑
名
」

(
同
『
秦
漢
惰
唐
史

の
研
究
』
上
巻
、
東
京
大
皐
出
版
舎
、

一
九
六
六
年
〉
で
は
、

鍾
鉱
の

上
奏
文
を
「
蔽
獄
1
高
民
」
の
箇
所
を
省
略
し
て
引
用
し
た
う
え
で
、

「
縦
令
景
帯一
の
時
別
右
祉
刑
を
復
活
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
其
れ
は
一

時
的
現
象
に
止
り
、
一
玄
ん
こ
と
述
べ
る
。

こ
の
部
分
を
潰
口
氏
が
著
者

と
同
様
に
讃
ん
で
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

一
九
九
八
年
二
月

四
O
三
+
二
四
+一

四
頁

A
五
版

東
京
同
朋
合

一
五
五
三
四
国
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